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東日本大震災の時、東京の学校は・ ・ ・
長い夏休みが終わり、８月２９日（火）から２学期が始ま

りました。今年の夏の印象は、きっとみなさん「とにかく暑
かった！」ではなかったですか。それもそのはずです。東京
の猛暑日（最高気温３５度以上）は２２日で過去最多だった
そうです。部活動も何度となく熱中症警戒アラート発令のた
め、活動ができませんでした。先生が小さい頃は、３５度を
超えることはあまりありませんでした。地球全体が暑くなっ
ていることは事実ですね。まだ、当分暑い日が続くことは確
実なようです。生徒・保護者のみなさんも十分気をつけて下
さい。
さて、９月１日は全国で防災訓練が行われました。これは、過去に起きた関東大震災

を忘れないようにということで行われています。関東大震災では、約１０万５千人の方
が犠牲になったそうです。金井中では、８月２９日に引き取り訓練を行いました。保護
者のみなさんご協力ありがとうございました。学校では、毎月１回必ず避難訓練を行っ
ています。火災・地震・不審者侵入などを想定して実施しています。生徒のみなさんに
とっては、毎月やる必要はないと思っている人もいるかもしれません。でも、それは大
間違いなのです。
みなさんにとって、よく聞く大地震は東日本大震災だと思います。でも、小さい時の

ことですから覚えている人は少ないかもしれません。その時、先生が体験したことを伝
えておきます。今から１２年前の２０１１年３月１１日に震災は起きました。先生は渋
谷の駅に近い中学校で副校長をしていました。午後２時４６分６時間目の授業が行われ
ている時です。突然下から突き上げられる感じがしました。それから激しい横揺れがき
ました。今まで経験したことのない揺れでした。少しして揺れがおさまるのですが、す
ぐまた横揺れが襲ってきます。それが続くので校舎が壊れるのではないかと思いました。
とにかく、全校生徒を校庭に避難させなければと思い、揺れが止まったタイミングで校
庭への避難を指示しました。その時は並んでいる余裕はありませんから、みんなバラバ
ラに校庭へ出ました。この後、毎月行っている避難訓練の効果が出ました。校庭に出る
と。先生の指示で避難訓練と同じ隊形で整列、先生方は人数を確認しました。逃げ遅れ
た生徒がいないことは確認できましたが、いつまでも横揺れは止まりません。季節は冬
です。防寒着を着て並んでいませんから寒かったと思います。でも揺れは続いています。
１時間以上校庭にいたでしょうか。もう限界だと考え、揺れがおさまったら校舎に入れ
てすぐに下校させようと考え、まず何人かの先生に渋谷の町の様子を見に行ってもらい
ました。帰って来た先生に様子を聞くと、駅に向かう人で道がいっぱいになっていると
のことでした。一刻も早く返さないと混雑で帰れなくなりそうです。先生たちと相談し、
次に揺れがおさまったら生徒を校舎へ戻し、すぐに荷物をとって再び校庭に集合させる
ことにしました。生徒にその説明をして次の揺れがおさまった瞬間に、生徒を校舎にい
れました。みんな落ち着いて行動してくれたおかげで、全員校庭に無事集合ができ、そ
の後集団下校をしました。ただ、電車で通っている人や、集団下校でも一人だけで長い
道のりを帰らなければならない生徒は学校に残り、おうちの人に引き取りにきてもらい
ました。でも、電車が止まってしまい、引き取りに来られないおうちもあったので、そ
の生徒は学校へ泊まり、次の日に帰りました。以上のことから、普段からの避難訓練が
どれだけ大事なのかがわかると思います。先生も普段の訓練を行っているからこそ、み
なさんを信じて指示を出したのです。生徒が集団下校をしたあと、１時間ほどで渋谷の
町は家に帰る人でいっぱいになり、動けなくなっていました。集団下校するタイミング
が遅れていたら、大変なことになっていたかもしれません。金井の町は、渋谷と同じよ
うに、人はたくさんいないと思います。でも、緊急事態で行うことは同じです。引き取
り訓練を行う意味もわかったと思います。地震は学校にいる時だけではありません。各
家庭でも、緊急の時のことについて話し合って見て下さい。



～子どもの未来につながる取り組み～
金井中学校が推進する「キャリア教育」の一つに、地域人

材を取り入れて生徒の視野を広げ、コミュニケーション能力
を育成するということがあります。それを推進してもらって
いるのが、学校支援ボランティアコーディネーターの関根先
生です。関根先生の紹介などで様々な方に協力をいただき、
生徒の視野がどんどん広がっています。その一端をご紹介し
ます。なお、すべての企画は見学自由ですから、ぜひご来校
いただき、一緒に参加して下さい。
（全学年対象）
わくわく部活動体験
・金井、大蔵、藤の台小の６年生を対象に、中学校の部活動を体験してもらうもの。
学校説明会で実施。現役の生徒が直接説明していきます。

補習教室（地域未来塾）
・週に２回行う学習教室。地元の大学生や金井地区の方々に協力していただき、生徒の
学力アップの援助を行っています。

（中学１年生）
ゆかた着付け教室
・金井女性の会の皆様にご協力をいただき、着付け、たたみ方、所作などを教えていた
だきます。中学１年生全員分（男女とも）の浴衣を貸していただいています。
まちかど子どもギャラリー in 金井・鶴川・藤の台
・金井地区を中心とした小中学校の美術生徒作品を、金井商店会の店舗に展示させてい
ただき、地域のみなさんに楽しんでもらいイベントです。
職業人の話を聞く会
・様々な職業の方の話を聞く会。いろいろな職業の話を聞くことで、将来の職業選択に
夢を持たせ、働く素晴らしさを伝える企画です。
（中学２年生）
ビジネスマナー講座
・職場体験前に、身だしなみ・笑顔・お辞儀の仕方・話し方など各職場で必要なマナー
をしっかり教えてもらう企画です。大人もとても勉強になります。
みんなで学ぶ「認知症講座」
・「認知症について学び地域で支えよう！」という目的で行います。実際に認知症の方
のお話を聞いたりして、自分たちが手助けできることなどについて学びます。
（中学３年生）
プラネタリウムで宇宙を感じよう！
・学校の体育館に移動式プラネタリウムドームを設置していただき、星座や天体につい
て学ぶというもの。理科の授業の一環として行ってもらっています。
初めての選挙体験
・町田市選挙管理委員会の協力で、架空の立候補者を立て、実際に使われている投票用
紙や投票ブース、投票箱を使いながら選挙の模擬体験をしていきます。
☆ほかにも２０以上の企画を、毎年選択して各学年が行っています。開催する際はお知
らせしますので、ぜひ御来校下さい。

新しい先生を紹介します。
夏休み前に、森田友希江先生と小熊翔子先生が２学期から産休に入られることを伝え

たと思います。その替わりとして授業を行ってくれる先生方を紹介します。
◎小熊先生の替わりに社会科教えてくれる先生

和田勇馬（わだゆうま）先生です。学年所属は１年生になります。
◎森田友希江先生の替わりの数学は、４人の先生に教えてもらいます。

・加藤久典先生・・・３－４（３時間）
・茂木弘樹先生・・・３－１、３－２、３－３、３－４（各１時間）
・白石祐二先生・・・２－１、２－２、２－３、２－４（各２時間）
・平山勝敏先生・・・２－１、２－２、２－３、２－４（各１時間）

お知らせ

・最近、インフルエンザが流行ってきているようです。熱があったり、咳や頭痛の症
状がある場合は、無理せずにお休みするようにして下さい。また、土日の部活動な
ども無理をさせないようにして下さい。お願いします。


